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2005年の悪性疾患入院患者統計について報告する。

悪性疾患入院患者の基礎資料（表１）

悪性疾患登録の新規登録疾患数は2,780（前年
2,846）と66件（－2.3%）減少した。2005年は病床
稼働率92.6%（前年93.4%）、平均在院日数15.0日
（前年14.7日）であり、入院延べ患者数は11,217で
前年より364（－3.1%）減少したことを反映し、悪
性疾患患者の取り扱いもわずかながら減少した。

悪性新生物疾患別数の推移（表２）

悪性新生物の新規登録患者数を部位別にみると、
胃（＋60）及び肝胆膵（＋20）では増加していた
が、食道（－33）・皮膚（－22）・乳房（－
32）・子宮頚（－39）では減少していた。その他
の部位では前年とほとんど変動は無かった。

全疾患に占める悪性新生物比率の推移（表３）

疾患別患者実数に占める悪性疾患入院患者実数
の割合は、66.5％で前年（66.3％）とほぼ同様であ
った。また、入院患者延べ数上でのがん患者比率
は81.3%（前年81.6%）、さらに平均在院日数を考慮
した、実際の病床利用上でのがん患者比率（がん
専門病床割合）では82.9%（前年83.6%）であり、
実際の入院患者で見れば、当院では８割以上がが
ん患者であり、当院のがん専門診療施設としての
特殊性が定着したと言える。

診療科別入院患者悪性疾患比率（表４）

入院患者延べ数における悪性疾患患者比率は全
体で81.3%と、前年（81.6%）とほぼ同様の結果で
あった。科別に見ると、皮膚科が86 .3%と前年
（78.3%）より上昇しているのが目立ったが、その
他の診療科では悪性患者比率に大きな変動は無か
った。小児科・外科・呼吸器外科・放射線科では、
ほぼ９割以上ががん患者である。死亡患者数は総
数520（前年478）、悪性478（同448）と前年よりや
や増加し、91.9%が悪性患者であった。剖検数は28

件（同22）で、剖検率は5.4%であった。

診療科別・在院期間別・性別退院患者数（表５）
および病類別・在院日数別患者数（表６）

性別退院患者総数では男性5,026（前年5,098）、
女性6,191（同6,483）と女性患者の減少が目立ち、
女性52.0%、男性48.0%であった。乳がん及び婦人
科がんの患者の減少を反映した結果と思われる。
平均在院日数は良性疾患では13.8日（前年14.0日）
とわずかに短縮したが、悪性疾患では15.3日（同
15.0日）で、全体で15.0日（前年14.7日）とわずか
に延長した。しかしこの数値は全がん協加盟30施
設中最短であり、がん専門診療施設での限界値と
思われる。

2005年の追跡調査

近年の悪性疾患登録数の著増に伴い、44年間の
登録総数は52,534例に達し、登録後20年未満の追跡
調査対象患者数は33,993例となった。このうち１年
以内の当院外来受診歴のない4,794例に対しては郵
送による直接照会を行い、3,681例（76.8%）から回
答を得た。回答が得られなかった患者のうち、
2006年での生存が確認できなかった574例に対して
はさらに市町村（県内35、県外63）に戸籍照会を
依頼すべく、法務省に許可を申請中である。昨今
の市町村合併に伴い、本籍地の再入力作業などが
必要なため、戸籍照会が例年より遅れているが、
全例消息判明の予定である。しかし2005年の個人
情報保護法の制定や最近の患者のプライバシー意
識の高まりなどにより、直接照会・戸籍照会とも
に厳しさを増してきており、郵送による直接照会
の是非、追跡期間の短縮（10年）、住民票照会の省
略など、予後調査の方法につき再検討すべき時期
と思われる。

2007年４月よりがん対策基本法が施行され、が
ん医療には現在大きな追い風が吹いてきている。
その具体的施策を示したがん対策推進基本計画で
は、がん診療連携拠点病院を中心に院内がん登録
を充実させることが明記されている。当院の院内
がん登録はその量（対象疾患数・患者数）、質（登
録内容・予後調査の精度）とも全国的に高く評価
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されているが、今後は国の定めた標準様式にも対
応する必要があり、現在その移行作業中である。
ICD－O－3による部位コード、UICCルールによる
TNM分類・ステージ分類など、煩雑な項目が追加
されており、がん登録に要する労力はますます増

加してきている。さらに2007年分からは外来患者
のがん登録も開始予定であることから、医局はじ
め関係部署の一層のご協力をよろしくお願いする
次第である。

表１ 2005年悪性疾患入（退）院患者統計

2005年の悪性疾患入院患者の基礎資料
１．2005年の悪性疾患登録患者数（実数）…………………………………………2,506
２．2005年の悪性疾患登録疾患数 …………………………………………………2,780

内訳：本年初登録で単疾患 2,422例, 2,422疾患
本年初登録で複数疾患 84例, 171疾患
既登録で本年初発疾患 174例, 187疾患

３．2005年の悪性疾患入院患者実数 ………………………………………………3,918
' 04年以前の登録患者も含む

４．2005年の入院加療悪性疾患患者延数 …………………………………………9,124
同一年の再入院も含む

５．2005年の総入院患者実数 ………………………………………………………5,532
６．2005年の総入院患者延数 ……………………………………………………11,217
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